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歳入
231億円

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

46％9％

12％

2％

41％ 59％

11％

20％

国・県支出金
47億4,405万円

国からの交付金
27億1,480万円

市債
19億7,320万円

市税
107億4,704万円

使用料及び
手数料など
4億434万円

財産収入・繰入金など
25億5,655万円

歳出
231億円

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

そ
の
他
経
費

20％7％
3％

17％ 39％ 50％

11％

11％ 8％

22％

12％

補助費等
26億6,344万円

繰出金
16億414万円

扶助費
50億9,483万円

物件費
39億6,501万円

普通建設事業費等
25億4,819万円

その他
7億7,193万円

投資的経費投資的経費

人件費
47億3,261万円

公債費
17億5,982万円

一般会計予算歳出の概要 （単位：千円）

★耐震改修促進事業
★自転車乗車用ヘルメット購入費
　補助事業
★街頭防犯カメラ設置事業
★地域生活支援拠点等整備事業
★福祉医療助成事業
★保健事業と介護予防の一体的事業
★（仮称）知立蔵福寺地区
　土地区画整理事業 
★谷田町11号線道路改良事業
★知立駅周辺整備関連事業(合計)
★機織池整備事業
★市制50周年事業

9,788

1,401
1,008
2,746

653,517
2,830

16,216
11,500

1,779,567
18,250
23,020

★駅前サテライトキャンパス
　運営事業費補助事業
★妊産婦・乳幼児健康診査事業
★少人数学級事業
★学校施設保全事業
　（知小・西小・南小・知中）
★多文化子育てサロン事業
★外国人受入環境整備運営事業
★情報通信ネットワーク環境
　施設整備事業（中央公民館）
★野外センター管理運営事業
　（不動産鑑定委託業務）
★タブレットを用いた議会運営事業

950
 80,160
58,276

234,134
660

7,234

6,066

1,023
 1,956

予算
総額

378億4,210万円
（前年度比 △14億7,580万円 3.8%減）

一般会計
231億

特別会計
97億

企業会計
49億

△14億円
5.9%減

2億円
2.2%増

△2億円
4.3%減

一般会計予算の内訳

令和3年度予算編成を質す
当初予算総額378億4,210万円を可決

　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、真に市民が望む、市民にとって必要な
事業の推進が達成できるか、大切な税金の使い道を厳しくチェックする。

市民1人当たりに使われる一般会計の
予算額は319,958円です(用途別内訳)

※下記は主要施策に対する金額です

子ども・高齢者・障がい者福祉など

道路・公園・橋梁整備など

学校・公民館・体育施設等の運営など

ごみ・し尿処理・保健衛生など

事務管理・徴税・防犯など

市債の償還、利子の支払いなど

防災・消防・救急など

商業振興・観光推進など

市議会運営など

農業振興・労働対策など

0 50,000 100,000 150,000

（単位：円）

　令和3年3月定例会は、2月25日から3月18日まで開かれ、令和3年度一般会計及び特別会計など当初予算の他に、
令和2年度補正予算、令和3年度補正予算、人事、計画、条例改正、陳情など、合計42件を審査しました。
　主なものは以下のとおりです。各議案の表決結果は、4ページをご覧ください。

57,686

124,661

38,037

26,824

28,627

24,333

10,722

3,560

3,540

1,553

令和3年度当初予算
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　　　　●知立市副市長（新任）
　　　　　水谷　弘喜さん（南陽）

●知立市公平委員会委員（再任）
　村山　智子さん（名古屋市）
●知立市教育委員会教育長（再任）
　宇野　成佳さん（逢妻町）
●知立市教育委員会委員（再任）
　竹内　博之さん（八橋町）

●第４期知立市障がい者計画
　基本理念を「わかりあい、支えあい、
みんなでつくる地域共生社会」とし、障
がい児・者の福祉の推進を図るもの。期
間は令和３年度から８年度。
●知立市文化芸術推進基本計画
　文化芸術の価値を認識し、様々な文化
芸術を受け継ぎ、発展させるとともに、
新たな文化芸術の創造と普及を総合的か
つ計画的に進めるもの。期間は令和３年
度から概ね10年間。

　刈谷市との定住自立圏形成協定期間を
延長し、次の分野の取組みの連携を図る
もの。
　①生活機能の強化。②結びつきやネッ
トワークの強化。③圏域マネジメント能
力の強化。
　協定期間は令和３年度から令和13年度
まで。

●知立市特別職の職員で常勤のものの給
与に関する条例の特例を定める条例の一
部を改正する条例
　市長の月額給料額の10%減額の特例を
令和４年３月31日まで期間延長するもの。
　令和３年４月１日施行。
●知立市子ども医療費支給条例の一部を
改正する条例
　入院に係る医療費支給について、支給
対象年齢を18歳年度末までに拡大するも
の。
　令和３年４月１日施行。
●知立市心身障害者扶助料支給条例の一
部を改正する条例
　心身障害者扶助料と国・県の特別障害
者手当等との併給を制限（支給停止）す

るもの。
　令和３年４月１日施行（支給停止の規
定は令和３年８月支給分以降の扶助料に
適用）。
●知立市野外センター条例を廃止する条
例
　野外センターを野外教育の場としての
役割を果たしたと判断したことから廃止
するもの。
　令和５年４月１施行。

●令和２年度一般会計補正予算（第12号）
　歳入歳出を7億9,999万4,000円減額し、
総額314億4,476万5,000円とする。ふる
さと応援寄附金1,000万円の増額、財政
調整基金2億4,784万5,000円の減額等に
よるもの。
●令和２年度一般会計補正予算（第13号）
　歳入歳出を3,003万1,000円増額し、総
額314億7,479万6,000円とする。衛生費
寄附金100万円の増額、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金2,990万
2,000円の増額等によるもの。
●令和３年度一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出を3億5,825万8,000円増額し、
総額234億9,825万8,000円とする。新型
コロナウイルスワクチン接種対策費国庫
負担金2億1,796万8,000円の増額等による
もの。
●令和３年度一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出を350万8,000円増額し、総額
235億176万6,000円とする。小中学校情
報機器管理事業の増額によるもの。

人事の同意

協定の締結

条例の可決

計画の策定
補正予算

議員提出議案として３つの条例等を
改正しました
◆知立市議会の議決すべき事件を定め
　る条例
　議決事件に「都市宣言の制定・変更・
廃止」を追加するもの。
◆知立市議会会議規則
　議員の出産等による欠席の明確化、
請願書・陳情書の押印廃止等の見直し
を行うもの。
◆知立市議会の議員の議員報酬の特例
　に関する条例
　市議会議員の月額報酬額の7.5%減
額の特例を令和３年６月30日まで期
間延長するもの。
　それぞれ令和３年４月１日施行。

条例・計画・補正予算


